
　　腱は運動器を構成する重要な組織であり，腱の治療が整形外科治療においてきわめて重
要な要素であることは言うまでもありません。今回は，今まで四肢について同時に取り上
げられることが少なかった腱の治療を横断的に集めて特集テーマとさせていただきまし
た。若い先生方が外来で該当患者さんを診る際にブースの本棚からサッと取り出して治療
の概要を確認し，患者さんに説明できることを想定致しました。本号を手に取っていただ
いているであろう若い先生方にとって腱の損傷・障害に対する正確な理解と適切な治療法
の選択は患者さんの生活の質を大きく左右します。この機会に腱の解剖と機能について再
確認していただきたいと思います。腱組織は比較的血流が乏しいため，損傷の修復速度は
遅く，治癒には時間を要することを念頭に置く必要があります。また，腱の損傷部位に
よって受傷機転や治療法は大きく変わります。例えば，手指屈筋腱の損傷，いわゆる“No 
man s̓ land”では詳細な解剖の理解と縫合手技が求められます。
　次に，腱損傷の他覚的評価についても重要な要素になります。理学所見だけでなく，超
音波やMRIの画像診断の積極的な活用が求められます。特に軽度の炎症や部分断裂も見逃
さず，早期に治療を開始することが重要です。損傷の程度や範囲を正確に把握し，適切な
治療戦略を立てることが良好な成績につながります。
　治療については，まず保存療法の適応と限界を知ることが重要です。保存療法の適応外
については躊躇なく，速やかに手術を行うことが肝要です。手術療法においては縫合手技
の巧拙が結果に直結します。特に腱縫合では血行再建と腱の滑走性を確保し，早期の機能
回復を促すことが重要です。それを前提とした手術手技であるべきだと思います。患者教
育も忘れてはいけない重要な要素です。術後の後療法を丁寧に説明して患者さんの理解と
協力を得ることで治療成績は向上します。
　各執筆者の先生方には以上を踏まえてご執筆いただいており，大変わかりやすく，的を
射た内容になっていると自負しております。
　最後に若い先生方が本特集を通じて腱の損傷・障害の診断と治療に関する知識と理解を
アップデートし，明日からの診療にお役立ていただく一助となることを切に願っておりま
す。
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四肢腱損傷診療マニュアル
−肩・肘・手からアキレス腱まで−特集
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